
                           

 

 

 

サ
ビ
エ
ル
か
ら
の
贈
り
物
２
０
１
９ 

 

ク
リ
ス
マ
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
折
形
で
お
祝
い 
開
催 

 

令
和
元
年

11
月

23
日
（
土
）
、
徳
地
和
紙
を
使
用
し
た
折
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
で

三
回
目
を
迎
え
ま
す
。
折
形
の
制
作
の
前
に
、
元
山
口
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
船
瀬
春
香
さ
ん
に
よ
る
徳
地
和

紙
の
折
染
め
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
折
染
め
と
は
、
名
前
の
通
り
、
紙
を
折
っ
て
染
料
で
染
め
た
も
の
で
す
。
同

じ
染
料
を
使
用
し
て
も
、
表
れ
る
色
や
模
様
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
紙
を
広
げ
る
ま
で
、
ど
ん
な
模
様
に
な
っ
た

の
か
分
か
ら
な
い
ワ
ク
ワ
ク
感
も
あ
り
ま
す
。 続

い
て
、
菜
香
亭
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
松
井
久
代
さ
ん
に
よ
る
ご
説
明

と
ご
指
導
の
も
と
、「
薬
玉
」
と
「
た
と
う
折
り
」
を
制
作
し
ま
し
た
。

「
く
す
だ
ま
」
と
い
う
と
、
割
る
と
中
か
ら
垂
れ
幕
が
出
る
も
の
を
想

像
さ
れ
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
の
薬
玉
は
、
平
安

時
代
に
中
国
か
ら
伝
わ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
薬
草
や
香
料
な
ど
を

編
ん
で
玉
の
よ
う
に
丸
く
し
、
五
色
の
糸
を
つ
ら
ぬ
き
，
シ
ョ
ウ
ブ
や

ヨ
モ
ギ
な
ど
の
花
を
刺
し
て
飾
り
と
し
た
も
の
が
薬
玉
で
し
た
。 

 

中
国
で
は
５
月
５
日
に
肘
に
か
け
る
と
邪
気
を
払
い
、
寿
命
を
の
ば

す
効
き
目
が
あ
る
と
し
て
，
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
た
と
う
折
り
の
袋
は
一
般
的
に
は
、
神
社
の
授
与
品
（
お
守

り
や
お
札
な
ど
）
を
入
れ
る
袋
や
、
祝
儀
袋
・
香
典
袋
と
し
て
使
用
さ

れ
ま
す
。
今
回
は
、
少
し
お
し
ゃ
れ
に
、
香
を
入
れ
て
に
お
い
袋
と
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
何
気
な
い
日
常
の
中
で
日
本
の
伝

統
を
繋
い
で
い
け
た
ら
素
敵
で
す
ね
。 

 

 

 

 

 

 

 

【
特
別
賞
】 

大
内
南
小
学
校 

 
【
山
口
市
教
育
長
賞
】 

湯
田
小
学
校 

 

和紙を使った作品作りをされている松井さん 

【
最
優
秀
賞
】 

白
石
小
学
校 

 

【
山
口
市
長
賞
】 

湯
田
小
学
校 

 

【
山
口
市
菜
香
亭
賞
】 

大
内
小
学
校 

 

手振りを交えて折染の説明をする船瀬さん 

さん 講
演
会
「
山
口
総
鎮
守
・
今
八
幡
宮
の
歴
史
」
開
催 

令
和

2
年

2
月

1
日
（
土
）
に
講

演
会
「
山
口
総
鎮
守
・
今
八
幡
宮
の
歴

史
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
今
八

幡
宮
第

19
代
宮
司
の
小
方
礼
次
（
お
が

た
の
り
つ
ぐ
）
さ
ん
を
迎
え
ま
し
た
。

今
八
幡
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
演
会

は
初
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
参

加
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

  

井
関
小
学
校 

6
年 

堀
江
華
菜
子

 

 

大
内
小
学
校 

6
年 

大
持
美
星

 

 

大
内
小
学
校 

6
年 

古
屋
佑
望

 

 

大
内
小
学
校 

6
年 

吉
松
彩
水 

 
 

 大
内
南
小
学
校 

5
年 

新
野
舞
子 

大
殿
小
学
校 

6
年 
松
永
七
海 

 

小
郡
南
小
学
校 

5
年 

藤
井
綾
乃 

 

平
川
小
学
校 

6
年 

川
西
桜
子 

 

湯
田
小
学
校 

6
年 

伊
藤
光
生 

 

良
城
小
学
校 

6
年 

井
上
亜
貴 

～
入
選
作
品
紹
介
～ 

 
【
入
選
佳
作
】 

 

 

折形ってなあに？ 

武家社会の礼法のひとつ。心を込めて、

和紙を手でおり、物を包む作法。 

贈り物などに用いられます。600 年以上

の歴史があり、 

現在の折り紙の原型です。 

 

 

薬玉（くすだま） 

折染めを使用した箸袋など 

↑折染の様子 

 

 

第
6
回
ア
ー
ト
de
お
も
て
な
し
開
催 

 

令
和
元
年

11
月

6
日
～

10
日
、
第

6
回
ア

ー
ト

de
お
も
て
な
し
を
開
催
し
ま
し
た
。
ジ
ャ

ン
ル
を
問
わ
ず
、
県
内
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

8
名

と

1
グ
ル
ー
プ
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。 

今八幡宮第 19代宮司 小方礼次さん 

今
八
幡
宮
は
、
応
神
天
皇
の
皇
太
子
、
宇
治
皇
子
を
祀
る
、
全
国
で
も
珍
し

い
神
社
で
す
。
創
建
当
時
は
、
宇
治
皇
子
一
柱
の
み
で
し
た
が
、
文
明

3
年

（
１
４
７
１
）
に
大
内
政
弘
が
朝
倉
八
幡
宮
と
合
祀
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
社

号
は
同
じ
ま
ま
に
、
主
祭
神
は
応
神
天
皇
と
し
ま
し
た
。
現
在
は
上
記
二
柱
を

含
め
、
五
柱
の
神
を
祀
っ
て
い
ま
す
。 

合
祀
の
際
、
山
口
町
の
総
鎮
守
（
総
氏

神
）
と
さ
れ
、
現
在
も
市
内
で
氏
子
数
が

最
も
多
い
神
社
で
す
。
ま
た
、
山
口
町
の

北
東
に
位
置
し
、
鬼
門
封
じ
も
担
っ
て
い

ま
す
。
町
を
邪
気
か
ら
守
る
た
め
、
山
口

町
の
最
も
遠
い
角
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
今
八
幡
宮
は
、
大
内
義
隆
が
鰐

口
を
寄
進
し
て
い
る
こ
と
や
、
大
内
政
弘

に
よ
っ
て
今
八
幡
宮
に
関
す
る
法
令
が

だ
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
大
内
氏
と
深
い
関

係
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
関
り
は
、
大
内
氏

滅
亡
後
に
も
続
き
ま
す
。
当
時
、
全
国
一 

 参加者の数は 87名。みなさん、宮司のお話を熱心に聞いています 

と
言
わ
れ
た
大
内
氏
の
莫
大
な
財
産
は
、
滅
亡
後
ど
こ
に
隠
さ
れ
た
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
八
幡
宮
の
宮
司
だ
け
は
、
代
々
そ
の
場

所
を
知
ら
さ
れ
、
決
し
て
暴
い
て
は
な
ら
な
い
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
明
暦

2
年
（
１
６
５
８
）
当
時
の
宮
司
が
禁
忌
を
破
り
、

埋
蔵
金
を
掘
り
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
銀
子

10
枚
が
発
見
さ
れ
、
今
八
幡

宮
の
宝
物
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
約
１
２
０
年
後
に
盗
賊
に
全
て
盗
ま
れ

た
そ
う
で
す
。 

 

そ
の
他
、
幕
末
期
に
久
坂
玄
瑞
や
堀
真
五
郎
が
率
い
て
今
八
幡
宮
に
集
結

し
た
八
幡
隊
の
話
や
、
現
代
も
続
く
祭
事
、
近
隣
住
民
と
今
八
幡
宮
の
関
り
、

節
分
の
話
な
ど
盛
沢
山
な
内
容
で
、 

束
の
間
の
二
時
間
で
し
た
。 

 

 

八幡宮・八幡様 → 応神天皇を祀る 

今八幡宮  → 宇治皇子を祀る 

 

八幡宮が祀る応神天皇と区別して、 

宇治皇子を指して“今”と言うそうです。 

～今八幡宮の“今”とは？～ 

↑大内義興が寄進した鰐口。 

おそらく日本一大きい鰐口。 

現在は山口市歴史民俗資料館 

で展示保管。 

国の重要文化財にも 

指定されています。 
 

 

※鰐口：寺社仏閣の堂前に 

吊るされ、参拝者が打ち鳴らすもの 

 

 

 

今八幡宮ホームページより 

5
年 

河
野
鈴
愛 

  

6
年 

松
田
健
人 

 

6
年 

廣
澤
優
理
子 

 

6
年 

澤
見
華
音 

 

5
年 

河
野
心
愛 

 

こ
う
の
す
ず
め 

ま
つ
だ
け
ん
と 

ひ
ろ
さ
わ
ゆ
り
こ 

さ
わ
み
か
の
ん 

か
わ
の
ほ
の
か 
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